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高校数学でわかるマクスウェル方程式 

（6刷以降は修正済み） 

p.132 一番下の式  Q = → C = 

p.133 上の方の式  Q = → C = 

p.213 上から 5行目 （図 54）の磁束密度を → （図 54）の磁界を  

p.53 下から 13 行目 ボルタ電気の話は → ボルタの電気の話は 

p.167 一番下の行  図 40 で説 → 図 42 で説 

p.168 一番下の行  この②式で → この⑧式で 

p.178 下から 8行目  さきほどの図 46 を → さきほどの図 45 を 

p.185 上から 3行目  この材料の研究していた → この材料を研究していた 

 

 

  



 

 

高校数学でわかるシュレディンガー方程式 

 

(4 刷以降は修正済み) 

p.74 一番下の行： 「高い時間分解能」 → 「高いエネルギー分解能」 

 

(2 刷まで) 

p.43 下から 3行目： で表されます。 → で表されます（cos ax でも可）。 

p.45 下から 8行目： sin ax → sin ax または cos ax 

p.46 1 行目： sin ax e-bx  → sin ax e-bx または cos ax e-bx 

 

(1 刷) 

p.49 下から 2行目： そこで、先ほどの → さて、先ほどの 

p.61 ⑬式  

𝑖ℏ
𝜕

𝜕𝑡
𝜓 = 𝐸𝜓 →  𝑖ℏ

𝜕

𝜕𝑡
𝜓 = 𝐸𝜓 = 𝐻𝜓                                              

 

   (右側の ＝ は、p.58 の真ん中の等式によります) 

 

 

 

 

  



 

高校数学でわかる半導体の原理 

 

（最新刷では訂正済み） 

p.28 図 1-3 差し替え 

 
 

(８刷まで)  

p.56 の下から 6行目： った運動量 𝒑 = ℏ𝒌 の関係を使うと（ℏ =
𝒉

𝟐𝝅
∶ エイチバー） 

 

(1 刷) 

p.39 の 3 行目： 電荷（電気素量）→ 電荷の大きさ（電気素量） 

p.102 の 1 行目： 電子の電荷です。→ 電子の電荷の大きさです。 

p.139 の一番上の式の積分範囲の下限：𝑬𝑪𝒏 + 𝒆𝑽𝑫 − 𝒆𝑽𝑩          

p.192 の下から 5 行目： 上図 → 左図  

p.193 1 行目： 下図 → 右図  

p.203 の下から 7 行目： 波長光が → 波長の光が 

  



高校数学でわかるボルツマンの原理 

 

p.178 の最下段の式 

ある関数 𝑔の積分の極座標表示と，直角座標表示と 

の関係は，次のようになっています。 

𝑔 𝑣 , 𝑣 , 𝑣  𝑑𝑣 𝑑𝑣 𝑑𝑣                                       

= 𝑔(𝑣, 𝜃, 𝜑 )
/

/

𝑣 𝑐𝑜𝑠𝜑 𝑑𝑣𝑑𝜃𝑑𝜑 

 

この式の右辺は，被積分関数 𝑔が変数 𝜃と 𝜑に 

依存しない場合は，さらに簡単になります。 

= 𝑐𝑜𝑠𝜑 𝑑𝜑 𝑑𝜃 𝑔(𝑣 ) 𝑣 𝑑𝑣 

= 2 ∙ 2𝜋 𝑔(𝑣 )𝑣 𝑑𝑣 

= 4𝜋 𝑔(𝑣 )𝑣 𝑑𝑣 

𝑔(𝑣 )𝑣 𝑑𝑣 =
1

4𝜋
𝑔 𝑣 , 𝑣 , 𝑣  𝑑𝑣 𝑑𝑣 𝑑𝑣  

 （5-17） 

 

となります。 

 

 

 

（最新刷では訂正済み） 

p.175  (5-15)式の次の行 

と書けます。 → と書けます（C’ /分配関数 を新たに C’ に再定義しています）。 

  



 

 

高校数学でわかるフーリエ変換 

 

（最新刷では訂正済み） 

p.92 下段 

図 3-5 のようになります(m=10 の場合)。つまり、 nc の 

 

p.93 

図３－５ 周期 2ml の場合の nc  (m=10) 

 

が成り立ちます。 

 

■Σから積分へ 

   この方形波の例で見たように、周期 2ml を長くすると、 

係数 nc は連続関数のように密になります。これは方形波 

に限らず他のパルスでも同様に成り立ちます。周期 2ml の 

 

（３刷まで） 

p.30 ロゼッタストーンを → ロゼッタストーンの写しを 

 

p.60 下から二つ目の式 

𝑑

𝑑𝑥
𝑒  →  

𝑑

𝑑𝜃
𝑒                                                        

 

p.123 真ん中よりやや上 

= 2𝑙𝑛2ℏ           = 4𝑙𝑛2ℏ                                             

= 1.386ℏ  →    = 2.772ℏ                                            

≈ ℏ                     ≈ ℏ                                                      



(エイチバー ∶ ℏ ≡
ℎ

𝜋
 )      →      (エイチバー ∶ ℏ ≡

ℎ

2𝜋
 )                                               

 

p.133 の一番上のδ関数の式 

𝑑𝜃(𝑥)

𝑑𝑡
= 𝛿(𝑥)  →  

𝑑𝜃(𝑥)

𝑑𝑥
= 𝛿(𝑥)                                                       

 

p.155 の一番上の式の左辺の[ ]の中 

𝑑 ℎ(𝑥, 𝑡)

𝑑𝑥
 →  𝑎

𝑑 ℎ(𝑥, 𝑡)

𝑑𝑥
                                                      

 

p.157 の式の三行目 

=
ℎ

√2𝜋

1

√2𝜋
  →  =

ℎ

√2𝜋

1

√2𝑎𝑡
                                                       

 

p.175 下から２番目の式で右辺の 𝑒  は積分の中へ 

 

p.192 図 7-2 の標題と縦軸の「電圧」を「電流」に 

 

  



 

高校数学でわかる線形代数 

 

p.122 下段（最新刷りでは訂正済み） 

|𝒅𝟏| = 1なので内積は → |𝒅𝟏| = 2なので内積は 

 

（１刷） 

p.140-141 

 

となります。この式の両辺を𝑐 で割ると 

 

𝜆 𝒂 = 𝜆 𝒂                                                                               

∴ 𝜆 = 𝜆                                                                               

 

となります。これは、固有値が異なるという前提に矛盾し 

ます。ということは、「異なる固有値に属する固有ベクト 

     ⇩ 
となります。固有値が異なるので、この式が成立するのは 

 

𝑐  = 0         

 

の場合です。これは、「ゼロでない𝑐 が存在する」に矛盾し 

ます。ということは、「異なる固有値に属する固有ベクト  



 

 

高校数学でわかる統計学 

 

（４刷まで） 

p.44 の下段の数式 

𝑆 =
1

𝑛
{𝑥 − 𝐸(𝑋)}  →  𝑆𝟐 =

1

𝑛
{𝑥 − 𝐸(𝑋)}                                           

 

  



 

高校数学でわかる相対性理論 

 

（３刷まで) 

p.186 

  5 行目 上付き→下付き 

  6 行目 下付き→上付き 

 

 

（１刷) 

 p.100 アーマン・ミンコフスキー → ヘルマン・ミンコフスキー 

 

 

  



高校数学でわかる流体力学 

 

（１刷） 

 

p.25 図 1-4 

上段の式） 

             Σ
1

2
𝑚𝑣 = Σ

1

2
𝑚𝑣 = Σ

1

2
𝑚𝑣  

 

下段の式） 

            Σ
1

2
𝑚𝑉 + Σ

1

2
𝑚𝑣 > Σ

1

2
𝑚𝑣 = Σ

1

2
𝑚𝑣  

 

p.61 図 2-8 

           ∆𝛤 = 𝑣 Δ𝑥 − (𝑣 + Δ𝑣 )Δ𝑥 

 

p.159 中段 

となります。最後の等号では、(7-12)式と(7-3)式を使 

いました。さらにこの式の両辺に ds をかけると 

        ↓ 

よって、この式から 

 

p.236 下段 

         𝑒 = 𝑎 + 𝑏𝑥 + 𝑐𝑥 + 𝑑𝑥 + ⋯      (F-4) 

  



 

高校数学でわかる光とレンズ 

 

（１刷） 

 

 

p.82,  2 行目  

ンズ G で屈折して → ンズで屈折して 

 

p.105,  7 行目 

方向から星 B までの出射角の → 方向から点 B までの出射角の 

 

p.168,  下から 9 行目 

て位相が複数の球面波のそろう → て複数の球面波の位相がそろう 

 

  



理系のための微分積分復習帳 

（１刷） 

p.122 の最下段 

となります。v は定数で、原始関数 F(x)は(5-5)式 

 

p.152 の最下段 

左辺の被積分関数は 

𝑒    (a > 0 )  

 

p.214 「関孝和伝記史料再考 

 

  



高校数学でわかる複素関数 

 

（１刷） 

p.21 1 行目 になります。よって、 

 

p.85 ５行目 つまり、複素指数関数𝑒 とその複素共役𝑒 の足し算を２で 

 

p.110 下から６行目 ドーナツ状の領域 f(z)で関数 f(z)が正則であるとします。 

 

p.164 １行目 この審査のためにリーマンが行った幾何学の講義を 

 



高校数学で学ぶディープラーニング 

 

（１刷） 

p.39 

𝑆 = − 𝑘 𝑙𝑜𝑔  𝑊 = − 𝑘 ln 𝑊  →  𝑆 = 𝑘 𝑙𝑜𝑔  𝑊 =  𝑘 ln 𝑊 

  



 

紹介）ロマンチック街道訪問記（上）（下）Amazon Kindle 

 

  

https://www.amazon.co.jp/dp/B07SVYMHM2/ 

https://www.amazon.co.jp/dp/B07SRVFG7R/ 

１９９２年の９月から１年間、筆者は当時勤めていた富士通研究所からドイツのシュツットガ

ルトのマックスプランク固体研究所に留学した。赴任後、３週間ぐらいで中古のフォルクスワー

ゲンのパサートを購入して、週末にはドイツの各地をめぐり始めた。アウトバーンを利用すれ

ば、１００キロ離れていてもドアツードアで片道２時間ほどで到着できる。ロマンチック街道は

シュツットガルトの東側約６０キロほどに位置し、街道は北からほぼ真南に走っている。このた

めアクセスは容易だった。本書の草稿はドイツからの帰国後すぐに書き上げたが、長く数台にわ

たるＰＣのハードディスクに眠り続けていた。１９９２年というと３０年近い昔だが、ロマンチ

ック街道の佇まいは今もほとんど変わらないようだ。かつてロマンチック街道を訪れた方も、そ

してこれから訪れる人も本書を通じてあの街道での時間を共有していただければ幸いである。 

  



紹介）超高速現象の世界 ―応用物理の最前線― Amazon Kindle 

 

 https://www.amazon.co.jp/dp/B07VFPMYNL/ 

 

 超高速現象の世界という言葉を聞いて読者のみなさんはどの程度の時間を思い浮かべるでしょ

うか。おそらく普段認識する最も短い時間は「一瞬」とか「瞬間」という時間でしょう。これ

は、その言葉どおりにとると"まばたき（瞬き）するほどの短い間"という意味になります。まば

たきの時間は、約１０分の１秒ほどの時間ですが、これが人間の肉体が何かの反応を起こせるほ

ぼ最短の時間です。たとえば、００７ジェームス・ボンドは０.３秒で銃を撃つそうですが、これ

などは人間が肉体的に反応できる一つの極限をあらわしています（もっともジェームス・ボンド

は架空の人物ですが）。 

 この０.１秒より速い時間というとどうでしょう。直接、身近なものとして認識できるかどうか

はわかりませんが、オリンピックの１００メートル走などでの計時に使われる 100 分の１秒単位

の時間などが思い浮かびます。しかし、１００分の１秒の時間単位を正確に把握するのはほとん

ど不可能か、知覚の限界に近いでしょう。 

 その人間の知覚の限界を超えた極めて短い時間に起こる現象を超高速現象と呼びます。本書で

はその超高速現象の研究について見ていきます。 

  

 本書は講談社ブルーバックス「応用物理の最前線」の第２章「超高速現象の世界」を元に加筆

しました。 

 



 

著書紹介 HP https://easyscience.webnode.jp/ 
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